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４．議事概要　
 第3回金流商流情報連携タスクフォースは､遠城リーダーの進行のもと以下の議事次第で進められた。（資料：金流2015-3-01）

４－１．第2回金流商流情報連携タスクフォース議事録確認
第2回議事録の確認が行われた。特に質疑はなく原案どおり承認された。
（資料：金流2015-3-02）
４－２．支払い通知メッセージ国連CEFACT標準化動向

（１）事務局菅又より上記の説明があった。（資料：金流2015-3-03）

（国連CEFACT標準化プロジェクトの報告概要）
・プロジェクトNOはP1028､名称はRevised Remittance Advice Project

・開始時期は2015年4月、終了は2015年11月

・内容は2015年12月に公開された。(CCL15B)

・これで支払通知メッセージ（消込み作業の効率化が目的）の標準化作業はすべて終了した。
（質問１）
（資料：金流2015-3-03のスライド6ページについて）銀行側と繋ぐ所の手順はどうなっていますか？（紅林）

⇒そこは国連CEFACTプロジェクトにおける標準化の範囲外で、銀行・企業間の仕組みの問題になる。国連CEFACTでは、導入方法の1例として支払通知メッセージを振込依頼と一体化する可能性を説明している。（菅又）

（２）金融審議会報告

上記（１）の事案との関係で国内の動向について大きな動きがあったので先に説明したい。（遠城）

・金融審議会　決済高度化に向けた戦略的取組（抜粋）（資料：金融2015-3-04-1）
・平成27年12月22日発表資料の概要は、ワーキング・グループによる発表で4つの戦略的取組を掲げている。（金融庁のHPに掲載中）
1 金融・IT融合に対応したイノベーション

2 企業の成長を支える決済サービスの高度化

3 決済インフラ改革（５つの改革）

4 仮想通貨への対応

・このうち当タスクフォースと関連する③の決裁インフラ改革では、

　　・2018年頃を目途に、全銀システムの加盟金融機関が参加する新しいシステムを

構築し､サービスを開始する。
　　・2020年までに､企業間の国内送金指図について､現行の固定長電文を廃止し､XML電文に全面移行する。
　　・最新の国際標準の先取的な採用（大量のタグ付きEDI情報の付加）を行う。これにより企業は､決済情報と商流情報を連携させることで効率化・高度化が可能となる。
⇒この発表のように2018年から2020年を目途に全銀システムは大きく動き始める。上記（１）の国連CEFACT支払通知メッセージの国際標準化（12月公開）と国内の動向も足並みが揃ったと言える。今後は企業側へどうやって普及させるかが課題と言える。（菅又）
（質問２）
新システムサービス（資料：金融2015-3-04-1  5ページの図）では、企業が送信したEDIメッセージは「新システム」で切り離されることとなっている。このサービスを前提とすると、金融機関はこのEDIメッセージは使わないという理解だが？（紅林）
⇒銀行にはデータは飛ばず、「新システム」の中を通ります。「新システム」を通る（蓄積する）取引データに、金融機関がどうアクセスするかは今後の検討課題です。
（菅又）
（質問３）

国連CEFACT標準の採用はどこか決まっていますか？（紅林）
⇒一部の製造業では既に実施しています。今後は流通BMSなどともマッピングしていく予定です。（菅又）

（質問４）

他の国ではどういう状況ですか？（紅林）

⇒正確な情報はつかんでいません。欧州ではSWIFT等がInvoiceデータを金融システムで取り扱う事を推進しているようだが、あまり進んでいないようだ。（菅又）

⇒TC68のグループとも相談して行く必要があると考えている。日本の金融界がISO20022を使う方向に動きはじめた。企業側も、銀行との情報交換（振込依頼や入金通知）にこれを使うようになる。（菅又）

⇒TC68への提案（ISO20022メッセージへの取引データ組込み）には、金融界のサポートが必須。そのためには、国連CEFACT標準が日本の産業界で広く利用されることが前提となる。（紅林）
４－３．金流商流情報連携の状況と進め方

（１）12月21分科会の報告

第2回のタスクフォースでの意見をもとに､ファイナンスサービスに関する整理を行う

目的で分科会を開催したので結果を報告する。（遠城）

（資料：金融2015-3-04の目次1．）
・主に「変換ゲートウェイの実装位置」と「企業内の明細情報の取得方法」について検討した。
・今後は企業側への導入促進に関する仮説（変換ゲートウェイ機能）についてマーケットリサーチを予定している。

（本件に関するご意見）

⇒（坂本）中堅スーパーなどはB TO Bではもうコスト削減出来ない。新たな分野があればやりたいという意向がある。
⇒（川路）バイナリ―（注：請求書などのイメージ添付）があると良い､期待している。

（２）FinTech研究会報告

兼子氏より以下の説明と紹介があった。（資料：金融2015-3-04-2及び新聞記事､コンフ

ァレンス情報等）

・第4回（11月27日）の研究会にて小島プレス工業の「商流・金流情報における現状と課題について」と題する発表を行った。
・「受注情報を利用した信用リスク評価とその活用」では、小島プレスの10年間のデータを分析した。その結果､従来の信用リスク評価（固定資産など）とは異なる観点からの評価が出来ることを例示した。
・金融との連携では、2018年に向けて（中小企業を対象にした）金融連携EDIを豊田商工会議所加盟の企業から実施する。これをモデルとして日本商工会議所レベルへ繋げたい。現在進め方の検討を行っている段階だ。

・「トヨタ社長：私もラインに」プリウスの受注が好調であり工場の人員が大幅に不足しているという実態がある。（新聞掲載情報）

・小島プレスの関連会社（500名規模）でも新規の採用が大変難しい状況が続いている。

・「国連CEFACT標準による海外受発注データの統一」（新聞掲載情報）の通り、SIPSの業界横断EDI仕様（国連CEFACT標準）をタイで導入､インドネシアやオランダでも進めて行く予定である。

・「標準化トヨタ動く」（新聞掲載情報）IVI（任意団体）の実証実験で「つながる工場」としてトヨタも参画している。テーマは「人と設備の共働工場における働き方の標準化」
・IT戦略総合大会について（紹介）2月4日～5日で場所は東京コンファレンスセンター・品川にて開催する。小島プレス工業はITマネジメント賞を受賞している。
（質問５）金融との連携は資料（資料：金融2015-3-04-2）17ページの実証実験③：「仕入先との金流」のことですか？（斉藤孝）
⇒そうです。豊田商工会議所の事業として展開して行く。商工会議所も経営の活性化の面では下火の所が多いので新たな施策と活動を望んでいる。その後､日本商工会議所レベルへ拡大し展開したい。2018年の金融EDIに是非結び付けて行きたい。（兼子）

（３）ファイナンスサービスの検証
　続いて遠城リーダーよりファイナンスサービスの検証について今年度の活動状況の報告があった。（資料：金融2015-3-04の目次2．）

（質問６）インターフェイス導入ガイドについて
企業側への導入促進の1つとして取上げるのが良いのではないか？国連標準と現在国

内で使用されているもの（流通や支払通知など）を取り上げ、これらをまとめて貰いた

い。また、次年度のテーマについても検討を進めて頂きたい。（菅又）

４－４．国際サプライチェーンファイナンス調査進捗
　続いて貴田委員より報告があった。（資料：金融2015-3-05）

・グローバルSCFのニーズ調査に関しての報告。運送費請求事務の効率化では、ヒアリングの結果いくつかのサービス（仮説）を設定した。また、eビリングによる運送費請求のモデルを設定し検討を行った。
（質問７）資料のシェアードサービスとは何か？（菅又）

⇒グループ内で共通する請求業務等をまとめるサービスです。（貴田）

（質問８）Payment Factoryとは？（斉藤孝）

⇒シェアードサービスの機能を持った機関という意味です。（貴田）
（質問９）EDIで一括支払いのケースではどの会社のものか分らないと困る。判るようになっているのか？（斉藤孝）

⇒イオンのケースなどひも付け出来るようになっている。（坂本）

・次年度の内容については検討中です。ファイナンスサービスのプロジェクトとも連携して進めて行きたい。（貴田）

⇒次回のTFでは次年度計画のドラフトを出して頂きたい。（菅又）

５．その他

（１）AFACT2016は日本での開催決まる。浜松市なので皆さんも大勢参加して頂きたい。期間は2016年5月23日～25日です。（菅又）
（２）国連CEFACTのアッピールを積極的にお願いします。兼子氏の日本経済新聞（2015年12月8日号）の掲載記事に国連CEFACTが載っている。このように広めて行きたいので是非マスコミ等へのアッピールが多くできるよう皆様の協力をお願いしたい。（山内）
（３）JASTPROのセミナーのご案内。2016年2月9日（火）に開催されます。アフリカの電子取引などの発表があります。申し込みはHPからお願いします。（山内）
６．次回のタスクフォース日程
次回の金流商流情報連携タスクフォースは以下の日程で開催する。
会議名：第4回金流商流情報連携タスクフォース

日　時：2016年3月16日（水）　14：00～17：00

場　所：機械振興会館　6階6-62会議室
以上
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PAGE  
5

